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従
業
員
が
マ
イ
カ
ー
通
勤
時
に

人
身
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、

被
害
者
の
方
が
死
亡
や
後
遺
症
を

負
う
よ
う
な
大
き
な
事
故
と
な
っ

た
場
合
、
賠
償
額
は
何
千
万
円
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
従
業
員
が
負
担
で
き
な

い
場
合
、
本
人
に
代
わ
っ
て
会
社

に
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、
経
営
上
非
常
に
大
き
な
問

題
で
す
。

従
業
員
が
通

勤
の
た
め
に
マ

イ
カ
ー
を
使
用

し
て
い
た
が
、

マ
イ
カ
ー
通
勤

に
つ
い
て
会
社
の
了
承
を
受
け
て

な
い
場
合
、
ま
た
は
会
社
が
マ
イ

カ
ー
通
勤
を
禁
止
し
て
い
る
場
合

は
、
会
社
の
賠
償
責
任
は
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
従
業
員
が
通
勤
の
た
め

に
マ
イ
カ
ー
を
使
用
し
て
い
て
、

会
社
の
駐
車
場
を
使
用
し
て
い
る

と
か
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
通
勤

手
当
を
支
給
し
て
い
る
等
々
、
マ

イ
カ
ー
通
勤
を
会
社
が
実
質
的
に

容
認
し
て
い
た
場
合
は
、
会
社
に

賠
償
責
任
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
通
勤
に
使
用
し
て
い
る
マ

イ
カ
ー
を
会
社
の
業
務
で
使
用
す

る
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
間
違

い
な
く
会
社
に
賠
償
責
任
が
発
生

し
ま
す
。
そ
れ
で
は
会
社
は
ど
の

よ
う
な
対
応
策
を
と
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
カ
ー
通
勤
を
認
め
な
い
場

合
は
、
使
用
禁
止
を
就
業
規
則
等

で
明
記
し
て
周
知
し
て
く
だ
さ

い
。
会
社
が
マ
イ

カ
ー
通
勤
を
認
め

て
い
る
場
合
に

は
、
会
社
の
責
任

は
免
れ
な
い
と
考

え
て
、
安
全
運
転

を
意
識
づ
け
る
等
の
教
育
を
実
施

し
、
会
社
の
監
督
責
任
を
積
極
的

に
果
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
会
社
の
具
体
的
な
自

衛
策
と
し
て
、
従
業
員
の
マ
イ
カ

ー
を
対
物
対
人
無
制
限
の
任
意
保

険
に
、
強
制
的
に
加
入
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
免
許
証
や
自

動
車
保
険
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
提

出
さ
せ
て
、
更
新
状
況
を
定
期
的

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
規
程
な

ど
を
制
定
し
て
、
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で

す
。

社
会
保
険
労
務
士

高
田

聡
史

高田さん

「
私
も
妻
も
東
京
土
建
が
大
好

き
な
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
墨
田
支
部
所
属
の

（
有
）
藤
川
工
務
店
社
長
の
藤
川

善
清
さ
ん
（
48
歳
）
で
す
。

15
歳
で
こ
の
仕
事
を
始
め
た
当

初
は
、
父
親
の
兄
の
と
こ
ろ
で
修

業
と
し
て
11
年
働
き
ま
し
た
。
そ

の
後
に
独
立
、
会
社
に
し
た
の
は

8
年
位
前
で
す
。書
記
局
か
ら「
法

人
格
に
し
た
方
が
良
い
よ
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
独
立
後
に
は
建
設
業
の
許
可

も
取
得
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
に
加
入
し
て
、
組
合

員
さ
ん
か
ら
は
「
仕
事
が
無
か
っ

た
ら
い
つ
で
も
声
か
け
て
よ
」
と

言
わ
れ
た
り
、
お
客
さ
ん
も
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
妻

も
組
合
に
加
入
し
て
建
築
施
工
管

理
技
士
の
資
格
を
取
得
。
現
在
は

女
性
の
会
の
会
長
で
す
。

加
入
の
勧
め
は

「
現
場
の
人
間
」

組
合
加
入
当
初
は
、
労
災
保
険

を
目
的
に
加
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
土
建
国
保
を
勧
め
ら
れ
、
話

を
聞
い
て
み
る
と
「
土
建
国
保
が

最
高
な
ん
で
す
。
何
と
い
っ
て
も

給
付
で
返
っ
て
く
る
。
す
ご
い
こ

と
で
す
よ
」
と
、
す
ぐ
に
加
入
し

ま
し
た
が
、
「
そ
れ
早
く
言
っ
て

よ
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
さ
っ
そ

く
仲
間
に
も
声
を
か
け
、
労
災
だ

け
入
っ
て
い
た
仲
間
も
す
ぐ
に
土

建
国
保
に
加
入
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
各
職
さ
ん
に
も
声
を

か
け
て
い
ま
す
。
思
う
こ
と
は
、

加
入
を
勧
め
る
の
は
組
合
員
で
、

「
現
場
の
人
間
」
が
勧
め
な
い
と

ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
細
か

な
制
度
説
明
は
書
記
局
で
す
が
、

加
入
を
勧
め
る
の
は
私
た
ち
組
合

員
な
ん
で
す
。

土
建
に
勝
る
も
の
は
無
い
。
労

災
以
外
に
も
、
旅
行
に
行
け
ば
補

助
が
も
ら
え
る
。
「
こ
ん
な
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。最
高
で
す
よ
ね
」

っ
て
伝
え
て
い
く
ん
で
す
。

「土建は最高」という藤川さん

墨
田
支
部
は
、
毎
年
夏
に
向
け

た
「
支
部
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

後
継
者
対
策
部
主
催
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
業
所
の
社
長
さ
ん
も

喜
ん
で
来
て
く
れ
ま
す
。
以
前
、

後
継
者
対
策
部
長
時
代
に
分
会
か

ら
若
手
部
長
さ
ん
を
選
出
し
た
い

と
、
書
記
局
と
一
緒
に
何
度
も
全

分
会
に
訪
問
し
て
お
願
い
し
て
回

り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か

全
分
会
で
若
手
の
部
長
さ
ん
を
選

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、

そ
の
仲
間
が
い
ろ
ん
な
役
員
を
引

き
受
け
て
く
れ
ま
す
。

先
日
、
後
継
者
対
策
部
会
に
呼

ば
れ
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
す
ご

く
盛
り
上
が
っ
た
会
議
で
し
た
。

お
互
い
に
仕
事
の
や
り
と
り
も
し

て
い
て
、
と
て
も
良
い
関
係
の
部

会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
は
全
国
の
建
設
組
合

の
先
頭
的
な
立
場
に
立
ち
、
人
手

不
足
や
後
継
者
問
題
な
ど
、
5
年

先
10
年
先
を
考
え
て
運
動
を
す
す

め
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
大

工
さ
ん
に
な
り
た
い
人
や
モ
ノ
づ

く
り
が
好
き
な
人
に
、
仲
間
み
ん

な
で
声
掛
け
と
行
動
が
必
要
で

す
。
住
宅
デ
ー
の
子
ど
も
む
け
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
「
夢
を
も
っ
て
職

人
の
世
界
に
入
っ
て
来
る
」
人
た

ち
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
声
を
掛

け
て
い
ま
す
。拡
大
も
一
緒
で「
常

に
一
人
に
声
を
掛
け
よ
う
」
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
昔
に
比
べ
た

ら
拡
大
も
大
変
苦
労
し
ま
す
が
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
7
月

9
〜
10
日
（
月
火
）
練
馬
支
部
会

館
、
②
8
月
1
〜
2
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
4
千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）7
月
5
日（
木
）池
袋
、

8
千
円

振
動
工
具
・
刈
払
機
7
月
17
日

（
火
）
多
摩
西
部
支
部
会
館
（
昭

島
市
）
、
1
万
3
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
7
月
10
日（
火
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

【
作
業
主
任
者
】

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
7
月

19
〜
20
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万

1
千
円

鉄
骨
の
組
立
て
7
月
3
〜
4
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
7
月
11
〜
12
日

（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

【
溶
接
】

ア
ー
ク
溶
接
7
月
27
〜
29
日
（
金

土
日
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
昭
島
市
）
、
1
万
9
千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
26
〜

28
日
（
水
木
金
）
池
袋
（
実
技
は

板
橋
）
、
3
万
2
千
円

玉
掛
9
月
21
〜
23
日
（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
1
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

7
月
13
〜
14
日
（
金
土
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
1
万
5
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
解
体
機
械
の
運
転
）
7
月
15

日
（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
1

万
円
、
小
型
車
両
系
（
整
地
）
と

3
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割
引
2
万
4

千
円

【
受
験
準
備
講
座
】

2
級
建
築
施
工
管
理
技
士
6
月
28

日
夜
開
講
式
〜
9
月
23
日
（
木
曜

夜
と
日
曜
昼
）
池
袋
、
9
万
円

※
実
地
の
み
は
日
曜
午
後
5
回
予

定
、
3
万
円

内
装
ボ
ー
ド
工
（
正
規
）

㈱
聖
優
建
工
（
西
東
京
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
8
9
―
2
6
5
8

塗
装
（
正
規
）

㈱
マ
ル
テ
ィ
ー
（
杉
並
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
8
3
7
―
1
1
3
0

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈱
髙
野
松
工
務
店
（
杉
並
支
部
）

☎
3
3
9
6
―
0
4
2
9

現
場
監
督
又
は
手
配
管
理
全
般
の
助
手

（
正
規
）

㈱
志
藤
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
0
3
1
―
5
0
9
4

通
信
工
（
正
規
）

Ｒ
Ｏ
Ｄ
㈱
（
調
布
支
部
）

☎
6
2
8
1
―
0
7
2
7

内
装
工
、
大
工
（
正
規
）

㈱
上
田
建
装
（
江
戸
川
支
部
）

☎
5
8
7
6
―
7
9
9
7

電
気
工
事
（
正
規
）

㈲
野
崎
電
気
（
足
立
支
部
）

☎
3
6
0
6
―
6
6
6
7

塗
装
お
よ
び
ゴ
ム
チ
ッ
プ
（
正
規
）

㈱
鈴
木
建
装
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
7
5
―
7
9
4
9

通
信
、
Ｓ
Ｅ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ

ア
（
正
規
）

㈱
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
（
多
摩
・
稲
城
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
8
5
5
―
6
6
6
2

運
転
手
（
正
規
）

㈱
コ
ス
モ
ス
運
輸
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
5
2
―
8
9
1
9

左
官
業
お
よ
び
塗
装
（
正
規
・
短
期
）

㈲
大
沢
産
業
（
町
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
9
0
―
8
5
5
2

鉄
筋
工
（
正
規
）

塚
田
鉄
筋
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
7
2
―
2
3
8
3

塗
装
工
（
正
規
・
短
期
）

建
装
社
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3
8
1
2

塗
装
工
（
正
規
）

安
達
塗
装
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
7
8
9
―
1
6
8
4

ク
ロ
ス
・
床
工
（
正
規
）

㈱
い
っ
ぺ
い
内
装
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
3
8
2
―
5
6
9
0

防
水
工
（
正
規
）

イ
ン
テ
グ
ロ
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
8
8
2
―
0
3
6
3

土
木
、
道
路
切
断
業
、
営
業
〈
事
務
〉

（
正
規
）

㈱
大
鐘
カ
ッ
タ
ー
工
業
（
文
京
支
部
）

☎
6
4
5
1
―
7
0
9
8

建
築
金
物
（
正
規
）

Ｓ
，
Ｆ
，
Ｃ
，
工
業
（
豊
島
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
9
9
9
―
2
6
9
3

塗
装
工
（
正
規
）

㈱
光
が
丘
美
装
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
2
6
―
2
9
7
9

電
工
（
正
規
）

村
松
電
工
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
5
8
3
1
―
0
6
6
0

大
工
（
短
期
）

小
田
孝
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
1
1
8
―
1
6
8
7

配
管
工
（
正
規
・
短
期
）

㈱
平
井
設
備
（
練
馬
支
部
）

☎
3
9
9
5
―
0
2
3
1

塗
装
（
正
規
・
短
期
）

㈲
中
尾
美
装
（
中
野
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
9
4
4
―
9
0
3
7

塗
装
・
吹
付
け
工
（
正
規
）

タ
カ
ト
ー
工
業
㈱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
0
3
3
―
7
1
1
8

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
林
田
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0
4
7
3

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
取
付
工
（
正
規
）

㈲
小
松
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
5
8
―
7
2
3
8

給
排
水
工
事
（
正
規
・
請
負
）

㈱
ミ
タ
ッ
ク
ス
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
0
0
―
0
8
8
2

内
装
、
Ｌ
Ｇ
Ｓ
、
ボ
ー
ド
（
正
規
・
請

負
）

㈱
Ｍ
's
建
工
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
6
3
4
―
9
7
2
9

塗
装
工
事
（
正
規
・
短
期
）

㈱
鈴
芸
塗
装
工
業
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
0
3
―
9
7
1
2

塗
装
職
人
（
正
規
）

牛
越
塗
装
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
9
7
2
―
3
9
3
5

配
管
工
（
正
規
）

田
中
設
備
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
0
―
8
9
7
1

配
管
工
・
事
務
（
正
規
）

㈲
吉
岡
水
道
設
備
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
0
2
―
4
4
2
4

お
詫
び
と
訂
正

2
2
4
7
号
（
6
月
1
日
付
）

8
面
の
住
宅
デ
ー
記
事
で
、
筆
者

・
芳
井
武
さ
ん
の
役
職
名
が
、
誤

っ
て
「
本
部
仕
事
対
策
部
長
」
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は「
本
部
職
域
対
策
部
長
」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

夫
婦
で
組
合
が
大
好
き

墨
田
支
部
の
藤
川
善
清
さ
ん

常
に
１
人
へ
声
掛
を

夢
持
っ
て
職
人
の
世
界
へ

求

人

求

人

30

マ
イ
カ
ー
通
勤
の
事
故

会
社
が
責
任
問
わ
れ
る
場
合
も


